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特集「ソフトウェア工学の効果と価値」の編集にあたって

山本 修一郎 †† 海 谷 治 彦†

ソフトウェア工学は統合的かつ実践的な学問であり

技術体系でもある．そのアウトプットは対象であるソ

フトウェア，ソフトウェア開発，そしてソフトウェア

を利用する全ての活動 (産業や生活)に効果を与え，そ

の価値を高めるものでなければならない．

情報処理学会ソフトウェア工学研究会では，ソフト

ウェアという複雑で興味深い対象に対するエンジニア

リングの実質的促進を目的とし，ソフトウェアエンジ

ニアリングシンポジウム (略称 SES) を毎年，主催し

ている．2007年 8月に開催された SES2007では，基

調講演，チュートリアルならびにパネル討論からなる

企画セッションに加え，厳正なる査読により採択され

た一般講演からなるプログラムが組まれ，SES史上，

一二を争う活発な議論を繰り広げることができた．

このように，ソフトウェア工学は学会員の関心の高

い分野であるため，ソフトウェア工学に関する特集号

を企画した．本特集号は SESの発表者に限らず広く

一般から投稿を公募したところ，2007年 10月 18日

の投稿締切までに 15件の論文投稿を集めた．特集号

の編集にあたっては，SES2007の実行委員長およびプ

ログラム委員長がゲストエディタとなり，ソフトウェ

ア工学の専門家 24名からなる編集委員会を構成した．

論文査読は通常の論文誌への投稿論文と同様厳正に審

査を行った．2007年 12月および 2008年 3月の 2回

の編集委員会を経て，計 9件の論文を採択した．

本特集号では，当初の狙い通りソフトウェア工学の

効果と価値を示すことのできる最新の成果を編集でき

たと考えられる．最後になるが，本特集号をゲストエ

ディタ制度によって企画する機会を与えてくださった

論文誌編集委員会と，多数の秀でた論文を投稿してく
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ださった方々に感謝する．また，本特集号の編集委員

ならびに査読を担当してくださった多くの方々に感謝

したい．
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